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11 統制 
 
a) 贈収賄 
コレポンは須く最高級の倫理基準をもって運営すると期待される。 コレポンは大多数の

P&I クラブが英 Act2010 や米 FCPA 等厳格な贈収賄禁止法を有する国に所在すること、 
又英米以外の国に所在する倶楽部も、自国の贈収賄禁止法とともに、件の英米の禁賄法の 
（域外）適用を受け得る事既承であろう。 
IG 加盟の全 PI クラブは既にあらゆる賄賂や財務犯罪に対処する体制を敷いている。 
クラブの体制は IG 加盟者の利を図るべく指示されている全サービス提供者にも及ぶ。 
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英国の Act2010 は恐らく最も禁賄が徹底された法規制であり、これを遵守すれば世界の 
賄賂との戦いの模範となろう。 拠って全コレポン及びコレポンの指示により IG 加盟者を

補助する者は全てこの Act の設定する基準を厳格に遵守することが肝要である。 
概括するに、英 Act に於いて、贈賄は、（官民を問わず）他人に自らの職務権限/能力を不適

切に行使することを勧誘する企図で金銭その他の優遇を持ちかけ、約束又は実際提供する

ことと定義される。のみならず、収賄者がかかる優遇を受諾することそのものが権能の不

適切行使に含まれる場合も該当する。 
 
（贈賄側が）上記構成要件に該当するとき、収賄側も又その（収賄の）構成要件に該当す

る。のみならず収賄側自らから経済的優遇を期待、要求、同意、受諾しただけでも収賄の

構成要件に該当する。 
 

 

 
加えて、英国外の官僚に対し受注若しくは優遇を期待し、経済的優遇を持ちかけ、約束、

又は支給する場合はその官僚の職務権限不適切行使を招来するか否かを問わず贈賄の 
実行とする。 
 
特注； これらの犯罪に於いて、「袖の下」は、明瞭に小額賄賂の総称として可罰類型に含

まれる。如何に小額でも、如何に行為地で定着した行為であっても袖の下を許してはなら

ない。 
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コレポン各位は是が非でも理解されたい。 
若し P&I クラブやその会員の「関係者」が英国における受注や優遇を企図し、贈賄を犯し

た時、P&I クラブやその会員組織は仮に預かり知らぬ事件でも、贈賄防止不能の咎で訴追

されることがあり得る。 「関係者」としては、コレポン、Lawyer、専門職、その他のサ

ービス業者、その他が含まれよう。従ってコレポンは指示に応じて補助する相手のクラブ

等利用者の要する行動基準に則って本法を遵守することが肝要である。 
 

 
 
コレポンに念を押すが、如何なる贈賄もクラブは同意又は授権せず、斯かる行為は全て 
明白なクラブ指針違反である。 
個々のクラブの贈収賄禁止指針及びコレポンの贈収賄禁止制度の更なる詳細は個々の 
クラブに問合せのこと。 
 
当然、斯かるクラブの贈収賄防止指針や英国の Act2010 の遵守はそのコレポンの、他の 
全ての贈収賄禁止制度（法令）の遵守を前提として、それに加えるものである。 
 
（後略） 


